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貯蔵炭水化物は短年生および永年生牧草の栄養器官に蓄積される主要な貯蔵エネノレギー源

であり，秋期におけるその多少は越冬性の良否や翌春の収量と密接な関係がある 1，2，6，9)0 ま

た，生育期間全般を通して貯蔵炭水化物が高い水準に維持されている草種，品種は，永続性が

優れている傾向がある九九

貯蔵炭水化物の中で植物が実際に利用可能である成分は，セルロース，へミセロノレ一月な

どを除いた，全非構造性炭水化物 (TotalNonstructural Carbohydrate; TNC)である叫。 し

たがって，牧草の永続性の研究には TNC含量の把握が必要とされるが，現在ー般に行われて

いる TNC分析法では.TNCを酵素あるいは酸により分離した後，その還元力を測定する叫。

しかし，分析に際しては操作が繁雑なために多くの時間と労力を要するので，遺伝育種の研究

において多数の個体を扱う場合には，その測定は膨大な作業量となる。このようなことから，

TNC含量の簡便で迅速な推定法の確立が望まれる。アルフアルファにおし、て，西川川は，ょ

う素呈色による簡易観察法を報告しているが，この方法ではデータの定量化は困難である。

本実験は，アカグローパおよびアノレファノレファにおける根部および冠部の TNC含量の推

定に比重(乾物重/生体時の体積)の利用が可能かどうかについて検討を加えたものである。

材料および方法

供試草種はアカクローパ(品種サッポロ)および7ノレファノレファ(品種 DuPuits)であ

る。 1975年およびワ6年に播種したそれらの生育2年次および3年次植物を材料とした。調査
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